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令和6年度当初予算は、昨年度に続き「主要産業の活性化」「安心・安全な生活
基盤」「定住・移住の促進」の3本柱で編成されています。本年度は〝人口減少・
少子化対策″〝デジタル化・脱炭素″に対応するための新規事業が増えました。
一般会計・特別会計・企業会計の予算は、3月22日に可決しました。

63億8,900万円
（前年度比9.4％減）一般会計予算

（特別会計・企業会計別掲）

一般会計予算　歳入 一般会計予算　歳出（単位：千円） （単位：千円）

67,619
1,344,939
1,301,250
775,839
1,973

393,882
366,154
278,659
315,178
857,069
128,367
543,071
15,000

6,389,000

66,718
1,026,494
1,247,296
580,254
1,845

505,676
370,765
432,021
296,538
1,075,234
890,408
542,751
15,000

7,051,000

901
318,445
53,954
195,585

128
△ 111,794
△ 4,611

△ 153,362
18,640

△ 218,165
△ 762,041

320
0

△ 662,000

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災害復旧費
公 債 費
予 備 費
歳 出 合 計

令和6年度
予算額

令和5年度
予算額 比　　較区　　分

歳 入 合 計

1,224,060
8,665
82,558
844,948
100,000
122,639
2,382,870
2,330,000
365,368
421,665
520,400
368,697
4,006,130
6,389,000

1,235,514
14,062
84,711
862,517
100,000
78,628

2,375,432
2,300,000
767,521
418,330
839,900
349,817
4,675,568
7,051,000

△ 11,454
△ 5,397
△ 2,153
△ 17,569

0
44,011
7,438
30,000

△ 402,153
3,335

△ 319,500
18,880

△ 669,438
△ 662,000

町 税
分担金・負担金
使用料・手数料
繰 入 金
繰 越 金
そ の 他
小 計
地方交付税
国庫支出金
県 支 出 金
町 債
そ の 他
小 計

令和6年度
予算額

令和5年度
予算額 比　　較区　　分

自 

主 

財 

源

依 

存 

財 

源

●戸籍の標準化（クラウド）に
伴うシステム改修事業

　（国の標準化基準に適用）
987万３千円

●テレビ窓口システム導入事業
　（総合支所で町民が本庁の担当者と手元
カメラで書類確認が可能に）

96万６千円
●新スマート物流実装事業
　（交通・買い物問題や物流問題の解決に向
け、ドローン配送事業等ビジネスモデル
の構築Ｒ6～8の3ヶ年）　　　１億円

●シニア世代スマホ購入費補助
金

　（65歳以上、上限1万円）　  54万円
●地域公共交通計画策定業務委
託

　（現状整理・ニーズ調査・課題整理・計画
（案）の策定・パブコメ実施・2ヶ年計画）

788万２千円

●し尿等中継槽建設事業
　（測量等）　　　 8,024万６千円
●下泉下長尾簡易水道施設整備
計画　　　　　  1,100万円
●斎場建設事業
　（実施設計・中川根斎場解体、用地購入等）

１億312万円
●社会福祉協議会事業費補助金
　（法人運営分・社会福祉事業）

4,730万９千円
●地域医療機関医療機器購入事
業　　　　  1,185万９千円
●元北小学校解体事業

１億527万円
●教職員住宅解体  3,520万円
●オンライン健康医療相談事業
　（産婦人科・小児科24時間相談サービス）

126万８千円
●訪問看護訪問活動車購入事業
　（軽乗用電気自動車）295万３千円
●電子決済システム構築業務委
託

　（行政事務の効率化、事務コスト削減⇒文
書管理）　　　　　 640万２千円

安心・安全なくらし

特色ある教育

●移住ポータルサイト
　「移住ナビ」刷新事業

366万５千円
●親子里山留学　　 4万８千円
●定住移住関連補助金
　（10事業） 3,406万５千円

●地域クラブ活動運営事業
　（中学校部活動の地域クラブへ移行、事務
職員・部活指導員の報酬等）

460万２千円
●スクールバス運行管理業務

6,156万４千円
●ICT教育推進事業

4,654万５千円
●奥流・よすが苑・南麓寮運営
管理事業

　（川根高校生寮）
1億1,303万３千円

●公営塾指導管理業務委託事業
3,141万３千円

●中学生・高校生海外研修事業
　（カナダ）　　　 2,698万４千円

定住・移住の促進安心・安全な生活基盤

2台購入するドローン
荷物重量5kgまで、配送距離半径10km

2



当初予算編成の3本柱
（抜粋）

令和
6年度

令和６年度　５つの特別会計と公営企業会計
（単位：千円） （単位：千円）

特　別　会　計 令和6年度 令和5年度 比較増減
673,000
149,700
1,413,000
21,800
51,200

2,308,700

814,000
132,500
1,315,000
17,500
50,300

2,329,300

△ 141,000
17,200
98,000
4,300
900

△ 20,600

国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業
訪 問 看 護 事 業
いやしの里診療所事業
　 計 　

収　　入 支　　出
収益的収支
資本的収支
計

163,278
103,723
267,001

222,468
129,404
351,872

※資本的収支で不足する額は、当年度分消費税
　資本的収支調整額、及び当年度分損益勘定留保
　資金で補てんする。

簡易水道
事業会計
（公営企業）

●にぎわい創出イベント開催経
費補助事業

　（補助率2/3、上限100万） 200万円
●春夏秋冬 地域活性化事業
　（大札山登山客輸送・ゆるキャン△・井川
線誘客他）　　   2,987万９千円
●大井川流域地域DMO負担金
　（鉄道沿線駅前マルシェ・宿泊クーポン助
成・バスツアー助成他）1,600万円

●ロケ地マップ作製事業
330万円

●寸又峡プロムナードコース
　落石対策・天子トンネル改修
工事　　　　　  2,820万円
●もりのくに改修工事
　（ボイラー取替、コテージLED）

1,957万１千円
●音戯の郷運営のあり方検討取
り組み体制構築事業

　（コンサルタント委託）
555万５千円

●南アルプスユネスコエコパー
ク10周年事業（各課実施）
●起業及び事業継続チャレンジ
補助金

　（起業：補助率1/2　上限100万円）
351万８千円

●LINE電子クーポン事業
　（R7年1月実施） 1,699万５千円

観光・商工業
主要産業の活性化

●林道坂京河内線改良工事
803万円

●林道平栗線・南赤石線舗装工
事　　　　　　　  800万円
●元青部小学校周辺土地整備
　（バイパス側の窪地用地購入他）

672万６千円
●町道下泉河内川線空洞箇所
　詳細調査
　（ボーリング）　　　　　  400万円
●町道長松線・林道水川線路面
下空洞調査

　（陥没事故防止）　　 1,100万円
●中徳橋・崎平橋橋梁修繕工事

8,200万円
●林道平栗線・藤川線・智者山
線災害復旧工事

　（台風2号）　　  １億1,210万円
●河川海岸環境整備事業
　（梅高地区県公園事業負担金）

1,400万円
●空家等除却事業
　（5件分）　　　　　　　　150万円
●耐震性貯水槽設置工事
　（久野脇・青部下澤間）

2,086万２千円
●情報通信基盤施設無線局修繕
事業

　（バッテリー・収納ボックス）
342万円

災害復旧・災害対策強化
安心・安全な生活基盤

●農業振興政策形成業務委託
　（荒廃農地・担い手不足等課題解決の企画
立案ための委託料）　　　 198万円

●有機農業産地づくり支援事業
（担い手育成のための普及啓発・スマート
農業機械導入）　　  613万７千円
●茶輸出拡大支援プラットホー
ム構築事業

　（5市2町連携事業・事業者渡航費用）
50万円

●茶製造機械長寿命化緊急対策
事業

　（製茶機械の修理費を助成）
1,000万円

●森林経営管理制度に基づく事
業

　（簡易水道及び飲料水供給施設水源林：松
尾川、平栗、内容：間伐、経路新設、広
葉樹植栽他）　　3,861万７千円

●家具の森づくり事業
　（静大農学部から町有林管理について「家
具のもりづくり事業」の提案を受け、モデ
ル林の造成と施業モデルの実証を行う）

132万円
●有害鳥獣対策事業
　（ニホンザル用捕獲織の購入）

210万円
●森林環境教育事業
　（大札山・静岡大学演習林）

58万４千円

農林業

「対応方針策定案（運営方向性案）の作成」
をする音戯の郷

樹名板設置ツアーで
交流人口やリピーターの拡大を図る

橋の下部を補修する中徳橋
上長尾↔田野口
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デ
ジ
タ
ル
推
進
課

　
　
新
ス
マ
ー
ト
物
流
実
装

事
業
に
つ
い
て
、
社
会
実
装

と
な
る
４
年
目
以
降
の
町
か

ら
の
支
出
の
見
込
み
は
。

　
　
原
則
的
に
は
支
出
な
し

を
想
定
し
て
い
る
が
、
状
況

に
よ
り
必
要
に
な
る
可
能
性

は
あ
る
。

　
　

（
同
事
業
に
つ
い
て
）

今
後
は
も
っ
と
広
域
を
カ
バ
ー

で
き
る
予
定
か
。

　
　
今
後
衛
星
電
波
の
活
用

が
進
め
ば
、
も
っ
と
広
域
に

な
っ
て
い
く
。

建
設
課

　
　
林
道
南
赤
石
線
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
の
対
応
は
。

　
　
入
込
者
の
確
認
を
徹
底

し
、
安
全
面
に
配
慮
し
な
が

ら
対
応
す
る
。

　
　
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
–
０
事

業
（
耐
震
対
策
）
の
実
績
は
。

　
　
問
合
せ
件
数
が
増
加
し

て
い
る
た
め
増
額
計
上
し
た
。

経
営
戦
略
課

　
　
「
に
ぎ
わ
い
創
出
イ
ベ

ン
ト
開
催
補
助
事
業
」
の
申

請
者
は
町
民
に
限
る
か
。

　
　
町
民
を
含
む
グ
ル
ー
プ

で
可
能
で
あ
る
。

　
　

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
人
数
は
。

　
　
２
名
体
制
で
あ
る
。

健
康
福
祉
課

　
　
社
協
事
務
局
長
職
へ
の

町
か
ら
の
派
遣
が
終
了
す
る

の
は
、
問
題
点
の
改
善
が
な

さ
れ
た
た
め
か
。

　
　
大
筋
で
そ
の
と
お
り
で

あ
る
。
今
後
も
事
務
事
業
改

善
の
指
導
を
徹
底
し
て
い
く
。

問問

問問

答

問答問答問 問答問答 答

答

答答

予算特別委員会の審査風景

新スマート物流実証実験の様子
今後三年間をかけて実装していく計画

産
業
振
興
課

　
　
農
業
振
興
政
策
に
つ
い

て
、
耕
作
が
困
難
な
土
地
は
、

農
地
以
外
に
活
用
し
て
い
く

つ
も
り
な
の
か
。

　
　
農
地
以
外
で
の
活
用
も

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
林
床
植
物
の
活
用
検
討

の
状
況
は
。

　
　
ミ
ツ
マ
タ
な
ら
ば
可
能

性
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
活

用
の
提
案
を
し
て
い
き
た
い
。

会
計
課

　
　
公
金
収
納
等
金
融
機
関

手
数
料
に
つ
い
て
、
納
付
者

負
担
に
つ
い
て
は
。

　
　
行
政
負
担
で
あ
る
。

教
育
総
務
課

　
　
川
根
高
校
の
寮
に
つ
い

て
、
生
徒
が
減
少
傾
向
に
あ

る
の
で
、
施
設
を
二
カ
所
に

す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
　
現
実
を
見
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

一 

般 

会 

計

問問 答答 （
質
疑
応
答
の
抜
粋
）

　予算特別委員会は、議長を除く全議員を委員とし、佐々木委員長、中原副
委員長を選任、令和６年３月５日から13日の間の６日間で集中して審査を
行いました。
　最終日に現地調査、その後、委員会採決を行い、一般会計・介護保険事業
特別会計予算は、賛否が分かれ、賛成多数で可決。その他の特別会計予算
（国民健康保険、後期高齢者医療、訪問介護、いやしの里診療所）と、簡易
水道事業予算については、全員賛成で可決されました。

令和6年度予算が調和と均衡のとれた予算であるか審査

住
民
全
体
の
福
祉
を
念
頭
に

予
算
審
査
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観
光
交
流
課

　
　
観
光
ツ
ア
ー
会
社
と
の

繋
が
り
を
密
に
し
て
集
客
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
今
後
も
さ
ら
に
連
携
を

深
め
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
福
祉
課

　
　
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
増
額
要
因
は
。

　
　
実
績
を
踏
ま
え
た
も
の

で
あ
る
。
新
規
登
録
者
も
増

え
て
い
る
。

社
会
教
育
課

　
　
文
化
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

が
他
行
事
と
重
な
ら
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

　
　
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
重
複

し
な
い
仕
組
み
を
設
け
て
対

応
し
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

総
務
課

　
　
耐
震
性
貯
水
槽
の
整
備

状
況
は
。

　
　
町
内
に
あ
る
水
利
の
３

４
８
基
中
１
４
４
基
が
令
和

６
年
度
で
耐
震
化
さ
れ
る
。

税
務
住
民
課

　
　
「
テ
レ
ビ
窓
口
シ
ス
テ

ム
導
入
事
業
」
に
つ
い
て
、

相
談
室
の
よ
う
な
部
屋
を
用

意
し
て
対
応
す
る
の
か
。

　
　
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
区
切
り
等
も
検
討
し
て
い

る
。
移
動
が
少
な
い
対
応
を

し
て
い
く
。

く
ら
し
環
境
課

　
　
斎
場
建
設
事
業
に
お
い

て
、
用
地
購
入
の
面
積
は
。

　
　
測
量
中
に
つ
き
確
定
で

は
な
い
が
、
公
簿
面
積
で
約

１
３
０
０
㎡
で
あ
る
。

　
　
し
尿
等
中
継
槽
建
設
に

合
わ
せ
て
購
入
す
る
車
両
の

金
額
が
以
前
の
説
明
よ
り
増

額
さ
れ
て
い
る
が
、
理
由
は
。

　
　
部
品
等
の
値
上
が
り
、

搬
送
方
法
に
伴
う
車
両
の
仕

様
見
直
し
が
理
由
で
あ
る
。

５
つ
の
特
別
会
計
予
算
、
簡

易
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ

い
て
も
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
た
。

予算特別委員会

問答

問答問答 問答

問答 問答問答

現
地
調
査
（
現
場
に
行
っ
て
事
業
の
確
認
等
実
施
）

光
の
森
学
園
の
も
の
づ
く
り
室

解
体
予
定
の
下
長
尾
教
職
員
住
宅

桜
保
育
園

新
斎
場
建
設
予
定
地
（
上
長
尾
）

討　
　
　
論

（
議
案
第
23
号
）

　
災
害
の
復
旧
工
事
が
残
っ

て
い
る
状
況
で
、
高
齢
者
が

元
気
に
、
子
育
て
世
代
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
予
算
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
な
い
た
め
。

　
町
長
が
予
算
編
成
の
三
本

柱
に
掲
げ
た
事
業
が
満
遍
な

く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
財

源
も
、
町
の
実
質
的
な
負
担

が
少
な
く
な
る
よ
う
に
構
成

さ
れ
て
い
る
た
め
。

（
議
案
第
26
号
）

　
第
３
段
階
ま
で
の
保
険
料

は
引
き
下
げ
ら
れ
た
が
、
そ

の
幅
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
そ

も
そ
も
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
者
に
は
負
担
を
課
す
べ
き

で
は
な
い
。

　
第
９
期
計
画
に
基
づ
き
構

成
さ
れ
た
予
算
で
あ
り
、
低

所
得
層
の
負
担
軽
減
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
た
め
。

大
竹
勝
子
議
員

反
　
対

中
澤
莊
也
議
員

賛
　
成

大
竹
勝
子
議
員

反
　
対

中
澤
莊
也
議
員

賛
　
成
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梅地処分場

令和6年4月10日　「光の森学園」開校式

（
議
案
第
３
号
）

川
根
本
町
営
残
土
処
理
場
管

理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
条
例
の
表
記
に
、
処

分
場
と
処
理
場
と
い
う
２
種

類
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
梅
地
処
分
場
と
い
う

の
は
固
有
名
称
で
あ
り
、
一

般
的
表
記
は
、
処
理
場
と
し

て
い
る
。
そ
の
違
い
で
あ
る
。

・
３
月
13
日
（
水
）
審
査
・
可
決

・
３
月
22
日
（
金
）
議
会
に
て
可
決
し
ま
し
た

第
二
常
任
委
員
会
審
査
報
告

（
趣
旨
）

公
共
工
事
で
発
生
す
る

建
設
残
土
を
受
け
入
れ

る
川
根
本
町
残
土
処
理

場
の
管
理
及
び
運
営
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
。

（
名
称
及
び
位
置
）

・
梅
地
残
土
処
分
場

・
川
根
本
町
梅
地
字
上

　
大
割
５
２
２
番
５
外

（
使
用
料
）

・
１
㎥
当
り
１
３
０
０

　
円

　
　
　
１
㎥
当
り
１
３
０
０

円
と
い
う
額
は
、
ど
の
よ
う

に
算
出
し
た
の
か
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
整
備
費

用
と
将
来
費
用
の
合
計
額
を
、

受
け
入
れ
可
能
体
積
で
除
し

て
算
出
し
た
。

　
　
　
近
隣
の
同
様
施
設
の

使
用
料
額
は
ど
の
程
度
か
。

　
　
　
民
間
施
設
の
平
均
は
、

２
２
７
５
円
、
公
共
施
設
の

平
均
は
１
３
０
９
円
で
あ
る
。

　
　
　
梅
地
処
分
場
の
排
水

機
能
に
は
問
題
は
な
い
か
。

　
　
　
排
水
施
設
に
つ
い
て

は
、
処
分
場
を
運
営
し
な
が

ら
整
備
し
て
い
く
。

　
　
　
隣
接
す
る
民
家
や
河

川
へ
の
環
境
対
策
は
施
さ
れ

て
い
る
か
。

　
　
　
隣
接
民
家
へ
の
対
応

と
し
て
は
、
埃
防
止
と
し
て

散
水
車
の
配
備
や
敷
地
の
囲

い
を
考
え
て
い
る
。

　

又
、
当
施
設
は
窪
地
と

な
っ
て
お
り
、
河
川
へ
の
土

砂
流
出
の
危
険
は
な
く
、
河

川
環
境
に
は
、
影
響
な
い
も

の
と
考
え
る
。

　
　
　
部
外
者
の
立
ち
入
り

等
、
施
設
の
安
全
対
策
は
取

ら
れ
て
い
る
か
。　
　
　
　

　
　
　
立
ち
入
り
を
規
制
す

る
た
め
、
将
来
的
に
は
施
設

敷
地
を
パ
ネ
ル
で
囲
う
予
定

で
あ
る
。

討
論　
な
し

採
決　
起
立
全
員

　
　
　
原
案
通
り
可
決

質
疑

答
弁

（
議
案
第
７
号
）

川
根
本
町
立
義
務
教
育
学
校

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て　

　　
　
　
小
学
校
の
専
科
教
員

と
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
教

員
な
の
か
。

（
趣
旨
）

・
義
務
教
育
学
校
開
校

に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備

・
川
根
本
町
立
小
学
校

専
科
担
当
教
員
に
係

る
町
費
負
担
教
員
の

任
用
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正　

（
改
正
例
）

・
「
川
根
本
町
立
の
小

学
校
」
を
「
川
根
本

町
立
の
義
務
教
育
学

校
前
期
課
程
」
と
い

う
。　

・
「
川
根
本
町
立
の
中

学
校
」
を
「
川
根
本

町
立
の
義
務
教
育
学

校
後
期
課
程
」
と
い

う
。

質
疑

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

　
　
　
家
庭
科
等
の
専
門
的

な
教
科
を
担
当
す
る
教
員
で

あ
る
。

　
　
　
義
務
教
育
学
校
が
開

校
に
な
る
と
、
１
つ
の
学
校

に
お
け
る
校
長
等
の
配
置
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　
今
ま
で
の
小
学
校
が

前
期
課
程
、
中
学
校
が
後
期

課
程
で
あ
り
、
１
つ
の
学
校

に
な
る
こ
と
か
ら
、
校
長
は

１
人
で
あ
る
。
本
町
の
場
合
、

教
頭
は
、
各
学
校
２
人
を
予

定
し
て
い
る
。

討
論　
な
し

採
決　
起
立
全
員

　
　
　
原
案
通
り
可
決

質
疑

答
弁

答
弁
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【
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
】

介
護
保
険
が
、
国
の
制
度
で
、

９
段
階
か
ら
13
段
階
に
分
か

れ
、
第
３
段
階
ま
で
は
、
保

険
料
額
を
引
き
下
げ
ら
れ
た

と
は
い
え
、
引
き
下
げ
は
極

わ
ず
か
で
あ
る
。

最
高
の
13
段
階
（
年
収
７
２

０
万
円
以
上
）
で
は
、
保
険

料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
が
、

保
険
料
は
年
収
の
2.4
％
に
お

よ
び
生
活
を
圧
迫
す
る
こ
と

に
な
る
。

政
令
の
改
正
に
伴
う
条
例
の

改
正
内
容
は
、
高
所
得
者
の

標
準
乗
率
引
き
上
げ
と
低
所

得
者
の
標
準
乗
率
の
引
き
下

げ
で
あ
り
、
低
所
得
者
の
保

険
料
上
昇
の
抑
制
が
図
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第

９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
く
改
正
分
は
、
介
護
保

険
給
付
費
準
備
基
金
を
有
効

に
活
用
し
、
基
準
保
険
料
の

上
昇
を
抑
え
る
な
ど
、
介
護

保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
と

持
続
可
能
な
制
度
の
た
め
の

必
要
な
改
正
と
考
え
る
。

【
新
町
建
設
計
画
の
変
更
に

つ
い
て
】

し
尿
中
継
施
設
は
今
現
在
が

三
津
間
に
あ
る
施
設
を
使
え

な
く
な
る
ま
で
使
い
、
わ
ざ

わ
ざ
中
継
施
設
を
造
り
、
遠

い
施
設
ま
で
運
ぶ
こ
と
は
な

い
た
め
反
対
す
る
。

計
画
変
更
の
目
的
は
、
事
業

に
つ
い
て
精
査
を
行
い
、
合

併
特
例
債
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
均
衡
あ
る

発
展
に
資
す
る
た
め
計
画
の

一
部
を
変
更
す
る
も
の
で
あ

る
。
変
更
内
容
も
、
「
し
尿

中
継
施
設
」
の
整
備
や
閉
校

と
な
っ
た
小
中
学
校
の
敷
地

や
校
舎
を
活
用
し
た
「
地
域

振
興
、
産
業
の
拠
点
づ
く

り
」
と
い
っ
た
事
業
の
追
加

や
デ
ー
タ
の
修
正
、
事
業
の

追
加
に
よ
る
財
政
計
画
の
修

正
と
な
っ
て
お
り
、
必
要
の

計
画
の
変
更
と
認
め
賛
成
す

る
。

討　
　
　
論

大
竹
勝
子
議
員

反
　
対

中
澤
莊
也
議
員

賛
　
成

大
竹
勝
子
議
員

反
　
対

中
澤
莊
也
議
員

賛
　
成

教育長任命について議会は不同意
　
議
員　
県
下
で
も
例
の
少

な
い
義
務
教
育
学
校
が
、
４

月
か
ら
始
ま
る
こ
の
時
に
教

育
長
を
変
え
る
理
由
は
何
か
。

　
町
長　
石
原
氏
は
情
熱
と

愛
を
も
っ
て
対
応
し
て
く
れ

る
。
教
育
現
場
の
さ
ら
な
る

進
化
を
求
め
変
え
る
。

　
議
員　
義
務
教
育
学
校
に

取
組
ん
で
き
た
中
で
、
な
ぜ

こ
の
時
期
に
ト
ッ
プ
を
変
え

る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。

　
町
長　
新
し
い
進
化
の
形

中
で
、
任
命
を
し
た
か
っ
た
。

義
務
教
育
が
ス
ム
ー
ズ
に
い

く
よ
う
人
事
を
提
言
し
た
。

　
議
員　
現
教
育
長
が
新
し

い
学
校
作
り
を
引
っ
張
っ
て

来
ら
れ
た
。
継
続
す
べ
き
と

考
え
た
。

　
議
員　
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
変
え
る
必
要
が
あ
る

の
か
。
町
長
の
答
弁
も
納
得

で
き
る
内
容
で
は
な
か
っ
た
。

　
議
員　
教
育
長
は
３
月
14

日
に
追
加
議
案
と
し
て
初
め

て
挙
が
っ
た
。
ど
ん
な
方
か

も
よ
く
知
ら
ず
、
質
問
で
き

る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
現

教
育
長
が
ず
っ
と
義
務
教
育

学
校
開
校
に
向
け
て
努
力
さ

れ
て
き
た
実
績
を
考
え
れ
ば

変
え
る
の
は
お
か
し
い
し
、

教
育
現
場
に
と
っ
て
良
く
な

い
と
判
断
し
た
。

　
議
員　
現
教
育
長
が
継
続

す
る
こ
と
が
一
番
良
い
と
判

断
し
た
。

　
議
員　
義
務
教
育
学
校
は

現
教
育
長
が
進
め
る
べ
き
と

考
え
た
。
人
事
案
件
の
為
、

出
さ
れ
た
質
問
以
外
は
控
え

た
。

問答

答答答答

答

問答

賛否が分かれた議案

議  案  番  号 件　　　　名
佐
々
木
直
也

中
野
　
浩
和

藤
田
　
　
至

中
原
　
　
緑

澤
西
　
省
司

大
竹
　
勝
子

杉
山
　
広
充

野
口
　
直
次

中
野
　
　
暉

中
田
　
隆
幸

中
澤
　
莊
也

川根本町介護保険条例の一部を改正する条例について
新町建設計画の変更について
令和5年度　川根本町一般会計補正予算（第8号）
令和6年度　川根本町一般会計予算
令和6年度　川根本町介護保険事業特別会計予算
教育長の任命について
工事請負契約の締結について（林道西叉線災害復旧工事）
工事請負契約の締結について（町道長松線第2号箇所道路災害復旧工事）

議案第10号
議案第14号
議案第19号
議案第23号
議案第26号
同意第2号
議案第30号
議案第31号

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○
× ○ ○ ○ × × × × 欠 × ○
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○

※上記以外の議案は全員賛成で可決されました。石山貴美夫議長は、採決に加わりません。欠＝欠席

定
例
会
中
、
３
月
14
日
全
員
協
議
会
で
、
教
育
長
任
命
が
追
加
議
案
と

し
て
上
程
さ
れ
た
。
町
長
か
ら
石
原
氏
任
命
の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ

り
、
議
員
が
質
問
し
た
。
22
日
議
会
最
終
日
、
議
員
か
ら
質
疑
が
あ
り

答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
採
決
し
、
賛
成
４
人
、
反
対
６
人
、
議
会
は

不
同
意
と
決
定
し
た
。
29
日
、
全
員
協
議
会
で
不
同
意
の
議
員
か
ら
、

理
由
の
説
明
が
あ
っ
た
。

※
今
後
、
議
会
は
町
長
か
ら
再
提
案
を
受
け
る
。

３
月
14
日
・
全
員
協
議
会

／
教
育
長
任
命
追
加
議
案

／
上
程

３
月
22
日
・
本
会
議
／
同

意
第
２
号
教
育
長
任
命
に

つ
い
て
／
質
問
／
採
決

３
月
29
日
・
全
員
協
議
会

／
反
対
し
た
理
由
の
説
明
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R4R3
振興会
との
契約
中継槽
建設地
決定
測量調査・
詳細設計業務

建設工事
関係

運搬車両
購入

外部搬出
業務開始

搬出開始

R5 R6 R7 R8

年度内の用地決定年度内の用地決定

期間満了期間満了
期間延長協議期間延長協議 延長契約期間延長契約期間

入札 納入予定

入札 完了予定

入札 完了予定

し尿等中継槽建設予定地駐車場用地として購入予定の茶畑

議会が特に注目している４つのこと
　新しい年度になりました。昨年度から引き続き検討していかなければならない課題が
目白押しです。議会の中で慎重審議されている４つの課題について、現在の状況と今後
の見通しをお知らせします。

　町内の家庭や事業所から発生するし尿や
浄化槽汚泥を町外の施設で処理するため、
町内に中継槽を建設する。し尿等中継槽を
建設するために必要な測量等を行う。
　①現地測量業務委託 815万１千円
　②現地ボーリング調査業務委託
 390万５千円
　③残置物撤去業務委託 374万円
　④中継槽建設工事設計監理委託
 495万円
　⑤運搬車両購入 ５千950万円
　３月15日地名地区役員会で、し尿等中継
槽建設予定地が、承認された。
【スケジュール】
　令和６年５月現地測量・ボーリング調査
委託入札11月調査完了、12月議会補正予算
が議決後建設工事入札、７年12月工事終了。

　斎場建設・現中川根斎場の解体、用地購
入、中川根斎場内の電柱移設、駐車場整備
のため斎場横の茶畑購入を行う。
　①斎場建設の実施設計 ４千300万円
　②中川根斎場解体 ５千万円
　③駐車場整備をする予定である現中川根
　斎場横の茶畑購入 350万円
　④用地購入に伴う補償費、電柱移設に伴
　う補償費 500万円
　⑤茶畑及び現中川根斎場横の電柱２本移
　設 162万円
 合計１億312万円
　令和６年度及び７年度運用開始までは、
本川根斎場を使用する。
【スケジュール】
　５年度末までに　基本設計、地質調査、
造成設計、解体設計は12月終了予定。
　６年４月から実施設計、解体工事、造成
工事を行い、12月議会で補正決定予定、
その後建設工事、火葬炉工事開始予定、運
用開始は７年度終わり頃となっています。
供用運用開始以降本川根斎場解体について
今後審議します。

し尿等中継槽建設斎場建設
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解体予定の旧北小学校全線復旧でにぎわいを!!（令和2年10月撮影）

　令和４年度末で閉校となった「中川根第
一小学校」「中川根南部小学校」、令和５年
度末に閉校になった「本川根中学校」、平
成18年閉校になった「北小学校」の４校
の施設の利活用について令和５年２月24
日に委員会が設置された。令和５年５月、
７月、８月、10月、12月、令和６年２月、
７回開催している。その後、第一小学校に
ついては３月15日に、徳山、藤川、水川
地区への説明会が開かれた。病院を作って
欲しいなどの意見も出された。奥泉の北小
学校は解体することが３月に決定。約１億
527万円。下長尾の中川根南部小学校は、
産業施設（商業・農業の拠点）、徳山の第一
小学校は、①人材育成②チャレンジ機会の
提供③交流の３つを主として進めていく。
地域住民の憩いの場、商業と賑わいの拠点、
公共施設の集約の場の方向性が出されてい
る。本川根中学校は未定。

【大井川鐵道本線の現状】
　令和５年10月１日川根温泉笹間渡駅ま
での20㎞復旧。不通区間は町営バスで代
替。笹間渡駅から千頭駅までの19.5㎞区
間の再開には約22億円（災害復旧に５億
円、老朽化対策に17億円）が必要。川根
本町では、観光産業に影響が生じている。
【公共交通のあり方検討会の経緯（運行再
開について検証）】
　第１回 令和５年  3月22日
　第２回 令和５年11月29日
　第３回 令和６年  3月26日
【課題と取り組み】
①事業継続のあり方
　バスとの役割分担地域公共交通の位置づ
けの検討。
　大井川鐵道がもたらす経済波及効果（広
域的・限定的）等の検証。
②費用・体制の確保（費用の負担調整、財
源確保の為住民を巻き込んだクラウド
ファンディングや企業版ふるさと納税な
ど利用促進策等の実施等）できるだけ早
期に調整。災害復旧、機能回復、防災改
良の実施計画の調整。水路・治山災害発
生対策の調整。

学校施設利活用大井川鐵道復旧

　
町
道
水
川
藤
川
線
道
路
災

害
復
旧
工
事

　
町
内
５
事
業
者
に
よ
り
指

名
競
争
入
札
で
、
契
約
金
額

１
億
４
０
３
６
万
円

株
式
会
社　
梶
山
組　

　
地
方
公
共
団
体
の
標
準
に

関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正

す
る
戸
籍
法
に
基
づ
く
事
務

に
係
る
規
定
が
、
令
和
６
年

３
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
籍
地
が
遠
方
に
あ
る
方

で
も
、
お
住
い
の
市
町
村
や

勤
務
先
の
最
寄
り
の
市
町
村

の
役
場
の
窓
口
に
お
い
て
、

戸
籍
謄
本
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

決
ま
っ
た
こ
と

1
月
臨
時
議
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

2
月
臨
時
議
会
で

工
事
請
負
契
約
の
締
結

川
根
本
町
手
数
料

徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
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島田市との連携にも期待三役を中心にした多角的な各課の連携による豊かなまちづくりを

佐々木 直也
議員

さ　  さ　  き　　 なお　 や

質
問

質
問

質
問…

各
課
の「
連
携
」に
つ

い
て
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
指
示
を
出
し
て
い
る
か
。

町
長…

担
当
課
だ
け
で
考
え

る
の
で
は
な
く
、
違
う
立
場
、

違
う
視
点
か
ら
も
検
討
す
る

よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

質
問…

令
和
５
年
度
事
業
で
、

実
際
に
連
携
を
と
っ
た
事
業

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。

町
長…

大
井
川
鐵
道
代
行
バ

ス
事
業
、
斎
場
建
設
事
業
、

し
尿
処
理
施
設
建
設
事
業
、

親
子
里
山
留
学
事
業
、
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
協
定
締

結
事
業
で
あ
る
。

質
問…
令
和
６
年
度
の
事
業

で
は
ど
の
よ
う
な
連
携
を
と

る
予
定
か
。

町
長…

春
夏
秋
冬
地
域
活
性

化
事
業
、
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
10
周

年
記
念
事
業
な
ど
で
あ
る
。

質
問…

「
連
携
」
に
お
い
て

重
要
な
役
割
が
三
役
（
町
長
、

副
町
長
、
教
育
長
）
で
あ
る

と
思
う
が
、
町
長
は
ど
の
よ

う
に
職
員
、
課
長
に
働
き
か

け
を
し
て
い
る
か
。

町
長…

絶
え
ず
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
の

で
、
課
長
や
職
員
に
声
を
か

け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

質
問…

課
長
会
議
の
趣
旨
は
。

総
務
課
長…

全
課
長
間
で
の

情
報
共
有
で
あ
る
。

質
問…

情
報
共
有
だ
け
だ
と

「
連
携
」
に
は
至
ら
ず
「
連

絡
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な

い
か
。

総
務
課
長…

各
事
業
に
つ
い

て
は
、
関
係
す
る
課
長
が
別

の
形
で
話
を
し
て
い
る
。

質
問…

令
和
６
年
度
の
観
光

協
会
と
の
連
携
の
体
制
は
。

観
光
交
流
課
長…

情
報
共
有

だ
け
で
な
く
、
協
議
の
場
を

密
に
し
て
意
見
を
出
し
合
い
、

内
容
を
充
実
さ
せ
た
い
。

質
問…

島
田
市
観
光
協
会
と

の
連
携
の
体
制
は
。

観
光
交
流
課
長…

お
互
い
の

地
域
の
良
さ
を
理
解
し
合
う

取
組
を
進
め
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
体

制
に
む
け
て
一
層
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

質
問…

指
定
管
理
施
設
に
つ

い
て
、
担
当
課
以
外
の
視
点

を
入
れ
る
考
え
は
。

観
光
交
流
課
長…

必
要
に
応

じ
て
幅
を
広
げ
る
こ
と
も
考

え
る
。

質
問…

商
工
会
と
の
連
携
に

お
い
て
、
リ
ア
ル
な
情
報
を

共
有
し
、
状
況
に
応
じ
て
正

し
い
情
報
発
信
を
す
る
こ
と

が
町
民
の
不
安
解
消
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

産
業
振
興
課
長…

そ
れ
も
踏

ま
え
て
連
携
を
進
め
る
。

質
問…

町
・
県
職
員
の
関
係

性
の
構
築
は
で
き
て
い
る
か
。

副
町
長…

例
え
ば
、
デ
ジ
タ

ル
関
係
や
、
男
女
共
同
参
画

に
お
い
て
密
な
関
係
を
築
く

取
組
を
し
て
い
る
。

答
え 復

旧
か
ら
復
興
へ
向
け
て
の
「
連
携
」
の
体
制
は
。

絶
え
ず
声
か
け
を
し
、
さ
ら
に
整
え
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問一 般 質 問町政を問う町政を問う

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです
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中澤 莊也
議員

なか   ざわ      そう    や

弱者にも優しいユニバーサルデザイン 指定管理者による管理運営が行われているウッドハウスおろくぼ

質
問

質
問

質
問…

ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
お
ろ

く
ぼ
等
の
管
理
運
営
を
引
き

続
き
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ

る
考
え
か
。

町
長…

民
間
事
業
者
が
持
つ

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と

が
有
効
と
考
え
た
場
合
は
、

指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問…

指
定
管
理
指
名
委
員

会
に
学
識
経
験
者
や
雇
用
・

労
働
等
の
有
識
者
等
を
メ
ン

バ
ー
に
加
え
る
考
え
は
な
い

か
。

町
長…

審
査
の
過
程
に
お
い

て
有
識
者
等
の
意
見
を
聴
取

す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
に
は
、
規
定
に
基
づ

き
対
応
し
て
い
く
。

質
問…

10
万
円
以
上
の
施
設

改
修
費
等
の
負
担
を
指
定
管

理
者
に
も
求
め
る
べ
き
で
あ

る
。
町
の
考
え
を
伺
う
。

町
長…

修
繕
等
費
用
の
負
担

に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の
１

件
当
た
り
の
額
が
10
万
円
を

超
え
る
場
合
、
ま
た
は
特
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
た
場
合

に
は
、
協
議
し
て
決
定
す
る

と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も

修
繕
の
目
的
や
内
容
等
に
よ

り
費
用
負
担
を
決
め
て
き
て

い
る
。

質
問…
公
共
施
設
等
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え

で
あ
る
か
。

町
長…

公
共
施
設
等
を
整
備

す
る
に
は
、
年
齢
・
障
害
の

有
無
、
性
別
等
に
関
係
な
く

利
用
で
き
る
よ
う
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
に
配
慮
し

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
個
人

の
所
有
す
る
住
宅
を
改
修
す

る
際
に
は
、
手
す
り
の
設
置

や
ト
イ
レ
の
改
修
を
対
象
に

含
め
た
住
宅
改
修
事
業
補
助

金
の
制
度
を
設
け
て
い
る
。

質
問…

令
和
６
年
度
当
初
予

算
に
お
い
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
考
え
方
は

ど
の
よ
う
な
事
業
に
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長…
令
和
６
年
度
に
は
役

場
本
庁
舎
の
ト
イ
レ
改
修
事

業
を
行
い
、
ど
な
た
で
も
安

全
・
安
心
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
手
す
り
を
設
置

す
る
。
ま
た
、
斎
場
建
設
計

画
に
お
い
て
は
、
実
施
設
計

の
段
階
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
化
の
考
え
を
取
り

入
れ
、
利
用
し
や
す
い
施
設

を
整
備
す
る
。
こ
れ
か
ら
も

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答
え 指

定
管
理
者
の
指
定
に
は
、
有
識
者
等
の
声
も
必
要

必
要
な
場
合
に
は
、
有
識
者
等
の
意
見
も
聞
く

答
え ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
推
進
は

公
共
施
設
等
の
整
備
に
は
、
積
極
的
に
導
入
す
る

一 般 質 問一 般 質 問町政を問う町政を問う

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです
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杉山 広充
議員

すぎ  やま　   ひろ  みつ

一 般 質 問一 般 質 問町政を問う町政を問う

質
問

質
問

質
問…

中
学
生
の
通
常
利
用

に
つ
い
て
、
委
託
業
者
と
話

し
合
い
、
良
い
方
策
を
模
索

し
た
の
か
。

教
育
長…

公
営
塾
に
つ
い
て

は
、
全
体
の
予
算
も
限
ら
れ

て
お
り
、
現
時
点
で
は
、
中

学
生
３
年
生
と
高
校
生
の
希

望
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
対
象
外
の
中
学
生
に
つ
い

て
は
、
委
託
業
者
と
打
合
せ

を
行
い
、
長
期
休
み
の
期
間

に
は
、
利
用
で
き
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

質
問…

中
学
校
に
入
学
す
る

１
年
生
の
時
期
は
、
特
に
、

学
習
意
欲
が
高
ま
る
。　
　

　
公
営
塾
が
開
始
さ
れ
た
当

時
の
川
高
生
は
１
４
０
人
、

現
在
は
、
１
０
０
人
程
度
で

あ
る
。
今
一
度
、
業
者
と
話

し
合
い
、
中
学
１
年
・
２
年

生
が
、
週
に
１
回
で
も
２
回

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
欲
し
い
。
伺
う
。

教
育
長…

ど
の
程
度
予
算
が

必
要
に
な
る
か
、
希
望
は
、

ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

　
ま
ず
、
ニ
ー
ズ
調
査
と
か
、

具
体
的
な
確
認
を
し
な
が
ら
、

で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
う
。

今
後
の
検
討
課
題
と
思
う
。

質
問…

義
務
教
育
学
校
に
お

け
る
教
科
指
導
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
配
慮
し

て
い
く
の
か
。

教
育
長…

教
科
指
導
に
つ
い

て
は
、
小･

中
の
枠
を
超
え

た
指
導
も
可
能
と
な
る
。
教

員
免
許
状
の
範
囲
内
で
あ
る

が
、
義
務
教
育
学
校
の
特
色

を
生
か
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

質
問…

学
習
指
導
要
領
総
則

に
も
示
さ
れ
て
い
る
「
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
の

育
成
」
を
最
重
点
と
し
て
、

学
校
運
営
が
な
さ
れ
る
こ
と

を
願
う
。
教
科
指
導
に
お
い

て
、
小
学
校
の
教
員
が
中
学

校
で
、
中
学
校
の
教
師
が
小

学
校
で
自
由
に
指
導
す
る
こ

と
は
法
的
に
で
き
ま
せ
ん
。

習
得
し
て
い
な
い
免
許
を
講

習
等
で
取
得
し
た
い
教
員
が

出
て
き
た
ら
、
全
面
的
な
支

援
を
望
む
。
伺
う
。

教
育
長…

教
員
免
許
状
の
範

囲
内
で
は
あ
る
が
、
自
由
に

小
学
校
、
中
学
校
を
行
き
来

し
な
が
ら
指
導
を
進
め
て
い

く
こ
と
は
、
有
益
と
思
う
。

　
講
習
を
受
け
た
い
教
員
は
、

県
が
推
奨
す
る「
教
員
の
鑑
」、

応
援
で
き
た
ら
と
思
う
。

答
え 本

町
公
営
塾
に
お
い
て
、
中
学
生
の
通
常
利
用
を
望
む

 

必
要
な
予
算
や
希
望
者
の
調
査
を
し
、
今
後
検
討
す
る
。

答
え 義

務
教
育
学
校
の
教
科
指
導
に
つ
い
て
の
配
慮
は

講
習
等
で
免
許
取
得
教
員
は「
教
員
の
鑑
」。支
援
す
る
。

三ツ星学園 入学式　三ツ星マン登場！公営塾の様子

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです
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中原 　緑
議員

なか   はら　　　　  みどり

一 般 質 問一 般 質 問町政を問う町政を問う

質
問

質
問…

県
議
会
に
お
い
て
、

河
原
崎
県
議
の
大
鐵
全
線
復

旧
の
質
問
に
対
し
、
早
期
の

運
行
再
開
に
向
け
て
前
向
き

な
取
組
を
し
て
い
く
旨
の
答

弁
が
あ
っ
た
。
町
は
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

町
長…

あ
り
方
検
討
会
を
通

じ
て
国
、
県
、
流
域
自
治
体

等
と
全
線
復
旧
に
取
り
組
む
。

質
問…

地
域
に
お
け
る
鉄
道

の
役
割
、
町
の
将
来
を
見
据

え
た
取
組
を
伺
う
。

町
長…

世
界
に
誇
れ
る
鉄
道
。

観
光
産
業
を
中
心
に
経
済
成

長
の
牽
引
に
不
可
欠
で
あ
る
。

質
問…
そ
の
取
組
を
町
観
光

協
会
等
と
一
体
と
な
っ
て
、

推
進
で
き
な
い
か
。

経
営
戦
略
課
長…
昨
年
度
か

ら
観
光
協
会
と
イ
ベ
ン
ト
で

連
携
し
、
実
施
し
て
い
る
。

質
問…

島
田
市
、
静
岡
市
に

協
力
・
提
携
・
連
携
を
い
つ

申
し
入
れ
る
の
か
。

経
営
戦
略
課
長…

検
討
会
に

お
い
て
協
議
の
方
向
性
が
示

さ
れ
て
か
ら
に
な
る
。

質
問…

民
間
、
町
、
議
会
が

三
位
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
。
町
は
民
間

の
活
動
に
対
し
協
力
や
支
援

を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長…

支
援
す
る
会
の
活
動

に
は
心
強
く
感
じ
て
い
る
。

昨
年
は
国
や
県
へ
の
要
望
へ

同
行
し
、
連
携
し
て
い
る
。

今
後
も
要
請
に
は
対
応
す
る
。

経
営
戦
略
課
長…

本
年
度
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
事
業
に

協
力
・
連
携
し
て
い
き
た
い
。

質
問…

大
鐵
の
プ
ラ
ス
の
経

済
波
及
効
果
の
算
出
予
定
は
。

経
営
戦
略
課
長…

検
討
会
で

沿
線
一
体
を
捉
え
た
調
査
を

訴
え
、
実
施
を
お
願
い
し
た
。

質
問…

検
討
会
の
見
通
し
と
、

町
と
し
て
望
ま
し
い
方
向
へ

ど
う
リ
ー
ド
し
て
い
く
の
か
。

町
長…

必
要
な
経
費
の
負
担

に
つ
い
て
国
や
県
等
と
議
論

し
て
い
く
。

質
問…

検
討
会
構
成
員
と
し

て
、
早
期
全
線
復
旧
に
向
け

て
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

副
町
長…

流
域
市
町
、
国
、

県
、
大
鐵
と
連
携
し
、
し
っ

か
り
議
論
し
て
進
め
る
こ
と

を
念
頭
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問…

復
旧
に
向
け
て
、
町

民
に
期
待
す
る
こ
と
は
何
か
。

町
長…

原
風
景
を
取
り
戻
す

こ
と
を
応
援
し
、
大
鐵
の
赤

字
が
復
旧
に
影
響
し
て
い
る

こ
と
を
町
民
に
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

質
問…

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
提
案
が
あ
っ
た
が
。

町
長…

民
間
鉄
道
を
助
け
る

に
は
、
ク
ラ
フ
ァ
ン
以
外
に

ふ
る
さ
と
納
税
も
あ
る
。

質
問…

早
期
復
旧
の
た
め
協

力
・
応
援
し
た
い
町
民
の
心

を
ど
う
支
え
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
っ
て
い
く
の
か
。

町
長…

皆
さ
ん
の
思
い
に
委

ね
、
今
後
も
状
況
を
見
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

答
え 大

鐵
あ
り
方
検
討
会
で
の
今
後
の
見
通
し
は

経
費
負
担
に
つ
い
て
国
や
県
等
と
議
論
し
て
い
く

本小児童による大鐵応援「青部駅フェス」
令和5年11月

再稼働が待ち遠しい千頭駅転車台（令和元年5月撮影）

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです
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質
問

質
問

質
問…

復
旧
に
対
す
る
本
質

的
な
予
算
計
上
が
見
当
た
ら

な
い
。
町
の
考
え
を
伺
う
。

町
長…

財
政
復
旧
に
向
け
た

経
費
負
担
は
、
大
鐵
及
び
各

関
係
機
関
が
協
議
し
て
い
る

段
階
の
為
、
関
連
す
る
経
費

は
計
上
し
て
い
な
い
。

質
問…

第
３
回
大
鐵
あ
り
方

検
討
会
に
は
、
町
が
提
示
で

き
る
金
額
等
を
示
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
伺
う
。

町
長…

全
線
復
旧
に
必
要
な

町
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
見

据
え
な
が
ら
、
財
源
等
を
検

討
し
て
い
く
。

質
問…

当
町
が
主
体
に
な
っ

て
、
協
議
会
等
設
立
の
音
頭

を
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、

町
の
考
え
を
伺
う
。

町
長…

あ
り
方
検
討
会
の
中

で
全
線
復
旧
に
向
け
関
係
者

と
連
携
し
取
り
組
で
い
く
。

質
問…

仮
称
「
大
井
川
鐵
道

全
線
復
旧
期
成
同
盟
会
」
早

急
に
町
に
設
立
す
る
こ
と
提

案
す
る
。
考
え
を
伺
う
。

町
長…

財
源
が
か
か
る
こ
と

の
中
に
お
い
て
、
国
・
県
等

と
相
談
し
な
が
ら
、
期
成
同

盟
会
を
作
る
か
現
状
を
見
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問…

町
内
の
２
つ
の
義
務

教
育
学
校
が
学
校
規
模
の
違

う
中
で
ス
タ
ー
ト
す
る
、
特

徴
あ
る
学
校
づ
く
り
の
教
育

方
針
を
伺
う
。

町
長…

三
ツ
星
学
園
は
少
人

数
の
中
で
も
、
あ
る
程
度
の

児
童
・
生
徒
数
を
確
保
で
き

る
の
で
、
個
別
最
適
な
学
び

と
協
働
的
な
学
び
の
一
体
的

推
進
を
現
在
の
規
模
で
推
進

を
目
指
す
。
光
の
森
学
園
に

つ
い
て
は
、
さ
ら
に
少
人
数

を
生
か
し
、
目
の
届
き
や
す

さ
を
利
点
に
、
全
職
員
が
全

児
童
・
生
徒
を
指
導
で
き
る

環
境
づ
く
り
や
、
子
供
主
体

の
探
求
的
か
つ
創
造
的
な
学

び
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

質
問…

町
内
に
、
一
人
で
も

子
供
た
ち
が
残
っ
て
ほ
し
い
。

保
護
者
が
２
校
の
ど
ち
ら
か

を
自
由
に
選
択
は
で
き
な
い

と
思
わ
れ
る
が
、
町
に
と
っ

て
も
見
直
し
を
含
め
検
討
さ

れ
る
課
題
と
思
う
が
伺
う
。

教
育
総
務
課
長…

規
則
改
正

に
よ
り
学
区
の
方
は
定
め
ら

れ
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
学

区
の
選
択
制
に
つ
い
て
は
、

必
要
が
生
じ
た
ら
そ
の
時
点

で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

答
え 仮

「
大
鐵
全
線
復
旧
期
成
同
盟
会
」
早
急
に
設
立
を

関
係
機
関
と
連
携
し
会
を
作
る
か
作
ら
な
い
か
検
討

答
え 現

在
保
護
者
が
２
校
選
択
は
で
き
な
い
が
可
能
性
は

学
区
の
選
択
制
は
必
要
が
生
じ
た
時
点
で
検
討
す
る

花の会によって整備されている田野口駅義務教育学校スタート「三ツ星学園」

野口 直次
議員

の    ぐち　　なお　 じ

一 般 質 問一 般 質 問町政を問う町政を問う

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです
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一 般 質 問一 般 質 問

女性防災リーダー研修（令和6年1月36名が修了） みどりの丘えまつ全景（下長尾）

町政を問う町政を問う

大竹 勝子
議員

おお   たけ      かつ    こ

質
問

質
問

質
問…

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と

く
や
ま
は
、
開
所
か
ら
入
所

者
が
一
人
で
、
１
年
半
な

か
っ
た
の
は
ど
う
し
て
だ
っ

た
の
か
。

健
康
福
祉
課
長…

そ
の
時
点

で
は
、
入
所
の
相
談
が
な

か
っ
た
。

質
問…

今
後
の
見
通
し
は
。

健
康
福
祉
課
長…

現
時
点
で

は
、
短
期
入
所
定
員
３
名
に

対
し
て
11
名
の
登
録
が
あ
る
。

質
問…

み
ど
り
の
丘
・
え
ま

つ
に
町
か
ら
作
業
の
発
注
は
。

健
康
福
祉
課
長…

令
和
４
年

度
は
雑
巾
を
２
０
０
枚
ほ
ど

購
入
し
て
い
る
。
ま
た
音
戯

の
郷
の
聴
診
器
の
消
毒
作
業

を
依
頼
し
て
い
る
。

質
問…

町
内
企
業
に
対
し
て

利
用
促
進
の
働
き
か
け
は
。

健
康
福
祉
課
長…

指
定
管
理

者
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
相

談
し
、
対
応
し
て
い
く
。

質
問…

古
紙
回
収
補
助
金
が

中
止
に
な
っ
た
が
、利
用
者
が

楽
し
み
に
し
て
い
る
収
入
源

な
の
で
、再
開
は
で
き
な
い
か
。

く
ら
し
環
境
課
長…

町
民
の

廃
棄
物
の
再
利
用
へ
の
意
識

が
定
着
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

補
助
金
制
度
を
見
直
し
た
。

質
問…
能
登
半
島
地
震
の
実

情
を
踏
ま
え
、
当
町
に
お
い

て
今
回
被
災
し
た
地
域
と
似

通
っ
た
状
況
に
陥
る
可
能
性

が
高
い
。
当
町
の
防
災
対
策

を
ど
う
強
化
し
、
見
直
す
考

え
か
。

町
長…

ま
ず
は
、
救
助
が
必

要
で
、
命
を
つ
な
ぐ
手
段
と

し
て
自
主
防
災
会
、
消
防
団

を
中
心
と
す
る
地
域
で
の
安

否
確
認
の
方
法
を
検
討
す
る
。

質
問…

町
全
体
が
、
孤
立
状

態
に
な
っ
た
場
合
の
食
料
等

の
対
策
は
。

総
務
課
長…

各
自
主
防
災
会

に
３
日
分
備
蓄
は
あ
り
、
あ

と
は
、
各
家
庭
で
お
願
い
す

る
。
地
形
的
要
因
を
考
え
る

と
、
道
路
の
寸
断
が
予
想
さ

れ
る
。
支
援
物
資
等
を
ど
う

運
び
入
れ
る
か
課
題
と
な
る
。

危
機
管
理
課
を
設
置
し
検
討

す
る
。

質
問…

各
自
治
会
組
織
に
女

性
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
ど
の
よ

う
に
入
れ
て
い
く
つ
も
り
か
。

総
務
課
長…

各
自
主
防
災
会

に
対
し
て
防
災
に
携
わ
る
人

材
と
し
て
防
災
委
員
の
女
性

の
登
用
を
お
願
い
し
て
い
る
。

※

他
に
「
大
鐵
運
休
に
つ
い

て
」
質
問
し
た
。

答
え 障

が
い
者
施
設
へ
の
支
援
の
拡
充
を

施
設
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。

答
え 災

害
対
策
に
女
性
の
視
点
を
い
れ
る
べ
き
で
は

危
機
管
理
部
門
に
女
性
を
配
置
し
対
策
を
検
討
す
る

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです
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行政機関 （議会事務局）

町長
議員

議会

補佐指導監督

選挙選挙

（委員会）

住 民住 民

議決機関議決機関執行機関執行機関
議案の提出等

議案の議決等

　
久
々
に
寸
又
峡
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
コ
ー
ス
を
写
真
を

撮
り
な
が
ら
時
間
を
か
け

歩
い
て
み
た
。
夢
の
つ
り

橋
を
渡
っ
た
あ
と
の
３
０

４
段
は
き
つ
か
っ
た
け
ど
、

今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

タ
ゴ
ガ
エ
ル
の
鳴
き
声
を

聞
い
て
い
る
家
族
連
れ
や

カ
ッ
プ
ル
が
、
興
味
深
そ

う
に
見
て
い
る
姿
を
見
て
、

「
ま
だ
ま
だ
観
光
資
源
が

あ
る
な
あ
ー
」
と
思
い
感

動
し
た
。　
　
大
竹
勝
子

編
集
後
記

6月定例会の日程

質
問
者　
野
口　
直
次
議
員

質
問…
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

へ
の
医
療
費
一
部
助
成
を

町
長…

ド
ナ
ー
へ
の
医
療
費

一
部
助
成
に
つ
い
て
は
、
次

年
度
、
当
初
予
算
で
措
置
を

考
え
て
い
る
。

結
果…

令
和
６
年
度
よ
り

「
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
等
支

援
事
業
」
を
創
設
し
た
。

対
象
者　
　
　
　
　
　
　

・
川
根
本
町
に
住
民
登
録
が

　
あ
る
ド
ナ
ー

・
ド
ナ
ー
（
個
人
事
業
主
を

　
除
く
）
が
勤
務
す
る
事
業

　
主

助
成
額

・
ド
ナ
ー
・
２
万
円
×
骨
髄

　
等
の
提
供
に
要
し
た
通
院

　
又
は
入
院
の
日
数
（
７
日

　
間
を
上
限
）　
　

・
事
業
所
・
１
万
円
×
骨
髄

　
等
の
提
供
に
要
し
た
通
院

　
又
は
入
院
の
日
数
（
７
日

　
間
を
上
限
）

※

詳
細
は
、
健
康
福
祉
課
へ

　
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
5
年
12
月
議
会

あの一般質
問

どうなっているダヤ～

◆
行
政
・
議
会
に
思
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
一
町
民

　
小
さ
な
町
の
小
さ
な
議
会
、

町
民
は
ど
う
感
じ
て
い
る
の

か
な
。
町
の
行
政
執
行
担
当

と
、
予
算
・
決
算
・
執
行
状

態
を
検
証
す
る
議
会
と
の
風

通
し
の
悪
い
町
と
思
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
な
。
提
出

さ
れ
た
議
案
が
、
否
決
さ
れ

る
の
は
、
原
因
は
ど
こ
に
あ

る
だ
ろ
う
。
議
員
さ
ん
の
ア

ン
テ
ナ
不
足
か
な
、
執
行
担

当
者
の
議
会
軽
視
に
よ
る
も

の
か
な
、
深
い
審
議
を
す
る

の
に
は
、
情
報
が
必
要
で
す
。

政
治
は
譲
歩
あ
っ
て
成
り
立

つ
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
ず
は
町
民
の
情
報
収
集
、

次
に
行
政
担
当
の
情
報
収
集

が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

議
員
・
執
行
担
当
の
皆
様
の

活
躍
を
応
援
い
た
し
ま
す
。

　
憲
法
93
条
は
、
住
民
に
よ
っ
て
直
接
選
出
さ
れ
る
議
員

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
議
会
を
議
事
機
関
と
し
て
設
置
す

る
こ
と
、
地
方
公
共
団
体
の
長
も
住
民
に
よ
っ
て
直
接
選

出
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
形
態
を
「
二
元

代
表
制
」
と
い
い
ま
す
。

　
町
に
は
、
町
と
し
て
の
意
思
を
決
め
る
「
議
会
」
と
議

会
の
決
定
に
基
づ
い
て
事
業
を
執
行
す
る
「
町
長
」
が
い

ま
す
。
こ
の
関
係
は
、「
車
の
両
輪
」
に
例
え
ら
れ
、
対
等

な
立
場
で
議
論
を
行
い
な
が
ら
町
政
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を
議
会
へ

〈
広
　
報
　
委
　
員
　
会
〉

委
員
長　
中
澤　
莊
也

副
委
員
長　
大
竹　
勝
子

委　
　
員　
杉
山　
広
充

　
　
　
　
　
中
原　
　
緑

　
　
　
　
　
佐
々
木
直
也

6/4日

11日

19日

定例会本会議（９時～）
全員協議会
定例会本会議（９時～）
全員協議会
定例会本会議（９時～）

火

火

水

〇どなたでも傍聴できます。

※川根本町議会は、能登半島沖地震被災者支援のため石川県の特設口座へ義援金12万円を送りました。

町
議
会
の
活
動
に
つ
い
て
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